
様式１

不当労働行為救済申立書

年　　月　　日

　高知県労働委員会会長　様
　　　　　　　　　　　　　　　申立人　住　所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　
　労働組合法第７条第　　号違反について、労働委員会規則第32条により下記のとおり申し立てます。

記

１　被申立人　住　所　

　　　　　　　名　称　

　　　　　　　代表者職氏名　

２　請求する救済の内容

３　不当労働行為を構成する具体的事実

（１）当事者　

①　被申立人

　　②　申立人

　　　　
（２）本件不当労働行為に至るまでの事実経過

（３）不当労働行為を構成する具体的事実

（記載上の注意）

　１　労働組合法第７条のどの号に違反するか、１号～４号のうち該当するものの数字を記入してください。

　２　共同に申し立てる場合で書ききれないときは、別に申立人名簿を付けてもけっこうです。

　３　「不当労働行為を構成する具体的事実」の分量が多いときは、別紙にわたって差し支えありません。


